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ごあいさつ

企業が環境に及ぼす影響は大きなものがあると考え

られます。これは単に事業活動が環境に負荷を与え

るという面での影響のみならず、企業は自社の製品・

技術あるいは従業員の活動を通じて環境負荷の低減、

すなわち地球環境改善の面でも大きな影響を及ぼす

ことができ、そうした活動を行なうことが社会から

期待されていると考えております。

当社ではこうした考えに基づき、「地域社会との協

調、資源を大切に、地球環境を守る企業活動」をスロー

ガンに、2002年度の全社環境保全活動を展開してお

ります。

今年度の目標の一つに、「地域社会活動への積極的

参加」があります。これは環境保全において企業に

対する社会の期待が大きくなっていることを踏まえ

企業の責務を果たすことはもちろん、積極的に地域

社会活動へ参加し、地域住民とのコミュニケーショ

ンを図り、地域の当社への要望を知ると共に、当社

の環境への取り組み姿勢を理解していただくことを

狙いとしております。

そしてこれらの活動を通じ、当社従業員一人ひとり

の環境に対する意識が向上し、地域の環境保全に寄

与することができるものと期待しております。

当社は従来から積極的に海外進出を図り、世界各地

に事業所や工場を建設しておりますが、これらの地

域においても、環境面で企業の責務を果たすと共に、

国内と同じように地域社会との協調を心掛け、環境

保全に留意した事業活動を推進しております。

また、当社は幅広い事業を展開する製造業であるこ

とを認識し、製造技術等の改善により環境負荷を低

減すると同時に、積極的に環境負荷の少ない製品「環

境調和製品」の開発および長年培った銅、アルミ、プ

ラスチック等の資源リサイクル技術を通じて地球環

境の改善に貢献していく所存です。

ここに、2001年度を中心とした当社の環境保全へ

の取り組みを報告書にまとめました。当社の環境保

全への活動をご理解いただくとともに、皆様方より

忌憚のないご意見、ご指導を賜りますようお願い申

し上げます。
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